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集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画

推
進
に
向
け
消
防
組
織
を
再
編

　

昭
和
四
十
六
年
四
月
、
木
造
町
、

森
田
村
、
柏
村
、
稲
垣
村
、
車
力
村

は
、
地
域
の
実
情
か
ら
広
域
消
防
体

制
の
必
要
性
を
認
識
し
、
常
備
消
防

の
機
動
力
の
強
化
と
消
防
活
動
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
木
造
地
区
消
防

事
務
組
合
を
設
立
し
、
木
造
町
に
消

防
本
部
、
森
田
村
、
柏
村
、
稲
垣
村
、

車
力
村
に
そ
れ
ぞ
れ
分
署
を
設
置
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
二
月

十
一
日
「
つ
が
る
市
」
誕
生
に
伴
い
、

木
造
地
区
消
防
事
務
組
合
を
解
散
し
、

事
務
、
財
産
及
び
職
員
に
つ
い
て
は

す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
市
に
お
け
る
消
防
体
制
は
、
一

本
部
一
署
四
分
署
で
本
部
に
総
務
課
、

予
防
課
を
置
き
、
消
防
署
に
消
防
車
、

救
急
車
を
配
備
し
て
職
員
は
二
交
代

制
勤
務
を
取
り
活
動
し
て
お
り
ま
す

が
、今
後
よ
り
一
層
の
機
動
力
強
化
・

消
防
活
動
の
効
率
化
を
実
現
す
る
た

め
、
行
政
改
革
の
取
組
内
容
を
明
示

し
た
、
平
成
十
八
年
三
月
策
定
の
集

中
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
推
進
に
向
け
、

消
防
組
織
の
再
編
を
図
る
も
の
で
す
。

消
防
署
再
編
統
合
方
針

　

消
防
本
部
を
は
じ
め
消
防
署
・
分

署
で
は
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体

お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
最
善
の
努

力
を
し
て
い
る
と
の
認
識
に
た
ち
、

消
防
組
織
の
見
直
し
や
効
率
化
が
行

政
改
革
を
推
進
す
る
う
え
で
の
単
な

る
「
節
減
・
削
減
」
に
な
っ
て
、
消

防
職
員
の
職
務
遂
行
に
支
障
が
出
る

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
分
署
の
再
編
統
合
に
は
、
地
域

住
民
の
意
向
や
理
解
、
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
側
の

丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
必
要
な
予
算
は
確
保

し
た
う
え
で
消
防
大
学
校
や
消
防
学

校
の
教
育
課
程
、
各
種
研
修
会
等
へ

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
知
識
の
吸
収

や
技
術
の
習
得
に
努
め
る
な
ど
人
的

資
源
の
活
用
を
最
大
限
図
る
と
と
も

に
、
消
防
職
員
の
定
員
適
正
化
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
四
分
署
と
も
に
昭
和
四
十

七
年
の
建
設
時
か
ら
か
な
り
の
年
数

が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
消
防
業
務
の
形
態
が
多
様
化
し

機
能
拡
大
の
た
め
手
狭
と
な
っ
て
い

る
な
ど
の
現
状
か
ら
、
分
署
建
替
え

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
合
併
時

に
お
い
て
従
来
ど
お
り
と
さ
れ
た
各

分
署
の
管
轄
区
域
の
見
直
し
な
ど
を

行
い
、
地
域
住
民
に
密
接
な
関
係
を

持
っ
て
い
る
消
防
・
救
急
体
制
を
、

よ
り
機
能
的
か
つ
効
率
的
に
運
用
す

る
た
め
、
分
署
の
再
編
統
合
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
本
部
一
署
二
分
署
へ

　

現
行
の
救
急
体
制
を
維
持
し
な
が

ら
、
柏
分
署
の
つ
が
る
市
消
防
署
へ

の
統
合
を
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
に

実
施
し
ま
す
が
、
順
次
管
轄
区
域
等

の
検
討
や
見
直
し
を
行
い
、
将
来
的

に
は
一
本
部
一
署
二
分
署
へ
の
組
織

再
編
を
行
い
ま
す
。

再
編
統
合
に
伴
う
効
果

㈠　

柏
分
署
の
消
防
体
制
（
ポ
ン
プ

車
）
を
つ
が
る
市
消
防
署
に
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
隊
員
に

つ
い
て
、
基
準
（
五
名
搭
乗
）
を

下
回
る
も
の
の
四
名
搭
乗
で
の
運

用
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
三
名
程

度
の
人
的
余
裕
が
で
き
、
勤
務
体

制
が
よ
り
機
能
的
に
な
り
ま
す
。

㈡　

退
職
職
員
の
補
充
に
つ
い
て
は
、

退
職
者
数
や
採
用
に
よ
る
消
防
学

校
初
任
課
卒
業
ま
で
の
期
間
を
考

慮
し
、
単
年
度
に
お
い
て
三
年
度

間
程
度
を
見
越
し
て
の
中
期
的
な

採
用
計
画
が
立
案
で
き
、
消
防
職

員
の
定
員
適
正
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

㈢　

津
軽
自
動
車
道
の
開
通
や
延
長

に
伴
い
、
高
速
道
で
の
車
両
事
故

や
車
両
火
災
に
お
け
る
新
た
な
消

防
応
援
体
制
の
締
結
が
予
想
さ
れ
、

こ
の
場
合
一
消
防
本
部
に
一
台
の

基
準
で
配
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

救
助
工
作
車
の
配
備
運
用
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

㈣　

統
合
に
よ
り
消
防
本
部
に
警
防

課
を
新
設
し
、
災
害
発
生
時
な
ど

不
測
の
事
態
に
即
時
に
対
応
可
能

な
つ
が
る
市
消
防
署
の
体
制
強
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

つがる市消防署を再編統合
平成19年4月に柏分署を本署に統合

つがる市消防本部・つがる市消防分署

柏　　分　　署
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組
織
再
編
に
伴
う
課
題

㈠　

老
朽
化
し
、
機
能
拡
大
の
た
め

手
狭
と
な
っ
て
い
る
分
署
の
建
替

え
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈡　

管
轄
区
域
見
直
し
や
機
能
強

化
・
効
率
化
の
た
め
、
分
署
の
統

合
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈢　

高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
行
す
る

な
か
で
、
救
急
体
制
の
一
層
の
充

実
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈣　

救
急
業
務
が
増
加
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
救
急
医
療
機
関
に
搬
送

す
る
間
に
高
度
な
応
急
処
置
が
行

え
る
よ
う
今
後
も
救
急
救
命
士
の

養
成
と
救
急
用
機
材
の
整
備
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈤　

災
害
や
事
故
の
形
態
が
多
様
化

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
消
防
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈥　

地
震
被
害
の
軽
減
を
図
る
震
災

対
策
が
望
ま
れ
て
お
り
、
避
難
路

の
確
保
、
物
資
の
備
蓄
、
資
材
機

材
の
整
備
、
防
災
訓
練
の
実
施
な

ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
つ
が
る
市
消
防
本
部

●
つ
が
る
市
消
防
署

●
南　
分　
署
（
仮
称
）

●
北　
分　
署
（
仮
称
）

※ 

な
お
、
柏
分
遣
所
（
仮
称
）
、
車
力

分
遣
所
（
仮
称
）
の
各
分
遣
所
に

は
、
従
来
ど
お
り
救
急
車
両
を
常

駐
さ
せ
、
救
命
救
急
の
体
制
を
維

持
し
ま
す
。

つがる市消防署再編区域
（１本部 １署 ２分署）

分 署 名 計　　　画
集中改革プラン計画

Ｈ22 Ｈ23
Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

柏 分 署 本署へ統合 　

消 防 署
再編計画

○

森 田 分 署 南分署（仮称）へ移転
（所轄区域の見直し） 　 　 △̶̶̶̶̶̶̶ ▶̶○　　

稲 垣 分 署 北分署（仮称）へ
統合・移転

　
　 △̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ▶̶○　　

車 力 分 署

　つがる市消防署再編統合計画年次表 ○実施　△検討
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○
つ
が
る
市
登
山
囃
子
保
存
会

　

毎
年
、
旧
暦
の
八
月
一
日
に
行
わ

れ
る
津
軽
地
方
最
大
の
秋
祭
り
で
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
の
「
お
山
参

詣
」
の
お
囃
子
で
す
。

　

五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
、

津
軽
各
地
よ
り
白
装
束
に
身
を
か
た

め
た
人
々
が
集
ま
り
、「
サ
イ
ギ
サ

イ
ギ
」
と
い
う
お
題
目
を
唱
え
な
が

ら
、
霊
峰
岩
木
山
を
登
り
ま
す
。

○
三
方
荒
神
鹿
島
獅
子
保
存
会

　

今
よ
り
二
百
年
以
上
も
前
に
、
鹿

島
神
社
が
お
授
け
に
な
り
、
鹿
島
様

の
前
で
お
神
楽
を
や
っ
た
と
い
う
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
と
案
内
す
る
猿
が
奥
山
か
ら
降

り
て
き
て
、
川
に
橋
を
架
け
て
渡
り
、

森
に
上
が
っ
て
、
お
宮
に
参
拝
し
て
、

神
社
の
庭
で
お
神
楽
を
す
る
と
い
う

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
弥
三
郎
節
保
存
会

　

津
軽
地
方
に
伝
わ
る
嫁
い
び
り
の

内
容
を
も
っ
た
数
え
唄
形
式
の
民
謡

で
す
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）、

旧
森
田
村
の
下
相
野
の
百
姓
弥
三
郎

の
所
に
隣
村
大
開
の
百
姓
万
九
郎
の

娘
が
嫁
に
い
き
ま
し
た
が
、
弥
三
郎

の
親
の
嫁
い
び
り
に
耐
え
切
れ
ず
、

つ
い
に
離
縁
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
別
れ
の
時
、
思
い
余
っ
て
外
に
放

り
出
さ
れ
た
長
持
に
腰
を
か
け
、
嫁

が
恨
み
を
こ
め
て
歌
っ
た
の
が
、
弥

三
郎
節
の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
ホ
ー
ハ
イ
節
保
存
会

　

こ
の
唄
は
、
高
い
裏
声
を
張
り
上

げ
て
唄
う
旧
森
田
村
の
盆
踊
り
唄
で
、

日
本
民
謡
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
特

異
な
発
声
法
を
用
い
て
お
り
、
津
軽

民
謡
の
中
で
も
異
色
で
、
日
本
の

ヨ
ー
デ
ル
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
唄
の
由
来
は
、
今
か
ら
四
百

三
十
年
位
前
の
天
正
年
間
、
津
軽
藩

の
祖
・
津
軽
為
信
が
、油
川
城
を
攻
撃

し
た
時
、
落
城
か
な
わ
ず
兵
士
た
ち

の
落
胆
ぶ
り
は
相
当
な
も
の
で
し
た
。

　

険
し
い
津
軽
坂（
今
の
鶴
ヶ
坂
）を

越
え
て
津
軽
藩
に
帰
る
こ
と
な
ど
到

底
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
そ
う
で
、

そ
ん
な
兵
士
た
ち
の
士
気
を
鼓
舞
す

る
た
め
に
、
為
信
公
が
峠
の
「
お
玉

茶
屋
」で
即
席
に
唄
っ
た
の
が
、こ
の

唄
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
木
造
甚
句
保
存
会

　

こ
の
唄
は
、
名
君
と
称
さ
れ
る
四

代
藩
主
・
津
軽
信
政
公
が
新
田
開
発

の
拠
点
と
し
て
設
け
た
代
官
所
や
御

仮
屋
に
お
い
て
、
二
十
日
盆
の
時
に
、

松
の
木
の
下
に
陣
取
っ
た
殿
様
の
前

で
唄
い
踊
っ
て
見
せ
た
の
が
、
こ
の

唄
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
物
不
足
の
時
代
は
、
特

別
な
良
い
着
物
が
な
く
「
ボ
ド
」
と

い
う
普
段
着
で
踊
っ
た
そ
う
で
す
。

○
五
所
川
原
第
一
高
校 

津
軽
三
味
線
部

　

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校　

津
軽

三
味
線
部
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

韓
国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
海
外
公
演

も
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
輝
か
し
い
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
七
月
、
本
県
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
二
十
九
回
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
で
は
、
文
化
連
盟
賞
を
受
賞
。

そ
し
て
、
そ
の
優
秀
校
だ
け
が
出
演

で
き
る
と
い
う
東
京
国
立
劇
場
で
の

東
京
公
演
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
演
奏
を
披
露
す
る
と
い
う
名
誉

あ
る
大
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

○
出
野
里
獅
子
踊
保
存
会

　

出
野
里
獅
子
踊
り
は
、
三
百
二
十

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
一
六
八
〇

年
代
に
新
田
開
発
の
た
め
出
野
里
に

や
っ
て
き
た
武
士
た
ち
が
、
出
野
里

の
人
々
に
教
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
踊
り
は
、
三
体
の

鹿
の
獅
子
が
、猿
の
化
身
で
あ
る「
オ

ガ
シ
」
に
導
か
れ
て
橋
を
渡
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
雌

獅
子
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
い
ま
す
。

や
が
て
、
仲
直
り
し
た
三
体
の
獅
子

た
ち
は
、
力
を
合
わ
せ
て
結
界
を
は

ず
し
、
神
聖
な
世
界
へ
と
近
づ
い
て

い
く
と
い
う
、
大
変
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
回
つ
が
る
市
伝
統
芸
能
保
存
フ
ェ
ス
タ
が
、
九
月
十
四
日
、
牛
潟

公
民
館
で
七
団
体
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
伝
統
芸
能
保
存
フ
ェ
ス
タ



5

平
成
十
九
年
九
月
完
成
予
定

　

十
月
一
日
、
木
造
斎
場
新
築
工
事

の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
者

ら
約
五
十
名
が
出
席
し
、
工
事
期
間

中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
日
本
海
中
部
地
震

に
よ
る
被
害
や
老
朽
化
等
に
よ
り
早

期
建
設
が
叫
ば
れ
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
度
最
新
の
設
計
技
術
に
よ

り
立
派
な
斎
場
が
出
来
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
、
絶
対
に
事
故
等
が
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

建
設
工
事
は
、
今
月
か
ら
着
工
し

平
成
十
九
年
九
月
に
は
完
成
を
予
定

し
て
お
り
、
同
年
十
月
か
ら
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
建
物
概
要
】

①
所
在
地　

 

つ
が
る
市
木
造
下
福
原

篠
原
地
内

②
建　

物　

斎
場
本
体 

一
棟

　
　
　
　
　

零
灰
棟 

一
棟

③
構　

造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

　
　
　
　

・
火
葬
炉 

三
基

　
　
　
　

・
動
物
炉 

一
基

④
敷
地
面
積 

五
、七
七
七
・
一
四
㎡

⑤
延
床
面
積

　

斎
場
本
体

　
　

一　

階 

一
、〇
一
九
・
六
七
㎡

　
　

二　

階 

三
六
一
・
〇
八
㎡

　
　

零
灰
棟 

四
・
〇
〇
㎡

新
会
長
に
工
藤
則
次
氏
を
選
出

　

九
月
二
十
四
日
、
東
京
千
代
田
区

で
、
平
成
十
八
年
度
津
軽
ま
ほ
ろ
ば

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
九
十
三
名
が

出
席
し
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

関
東
地
域
に
在
住
す
る
旧
木
造
町

出
身
者
で
構
成
さ
れ
た
「
津
軽
ま
ほ

ろ
ば
会
」
は
、
会
員
数
三
百
三
十
二

名
を
有
し
、
毎
年
一
回
の
総
会
を
開

催
し
な
が
ら
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
、
つ
が
る
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
協
賛
金
を
寄
贈
す
る
な
ど
、

故
郷
に
貢
献
す
る
会
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
で
九
回
目
と
な
る
総
会
で
は
、

事
業
報
告
、
事
業
計
画
等
の
各
議
案

を
審
議
・
承
認
さ
れ
た
他
、
役
員
の

改
選
及
び
つ
が
る
市
市
人
会
へ
の
移

行
を
配
慮
し
、
会
則
の
一
部
を
改
訂

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
木
造

松
原
出
身
で
現
在
、
埼
玉
県
幸
手
市

に
在
住
の
工
藤
則
次
氏
が
選
任
、
事

務
局
長
に
木
造
三
ツ
館
出
身
で
埼
玉

県
桶
川
市
在
住
の
金
子
謙
氏
が
会
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

福
島
市
長
が
近
況
及
び
市
政
報
告
を

交
え
て
挨
拶
。
来
賓
と
し
て
、
三
橋

県
議
会
議
員
、
盛
西
津
軽
土
地
改
良

区
理
事
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、

つ
が
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、

社
協
の
活
動
内
容
、
状
況
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

木
造
斎
場
を
新
築

　
木
造
斎
場
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替

え
の
た
め
、
十
月
五
日
か
ら
木
造
斎

場
の
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
工
事
期
間

中
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
は
平
成
十
九
年
九

月
い
っ
ぱ
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
工
事
期
間
中
の
お
願
い

　
一 　
工
事
期
間
中
は
、
資
材
運
搬

等
の
通
行
が
増
加
し
ま
す
。
事

故
に
は
万
全
を
期
し
ま
す
。

　
二 　
工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、

騒
音
や
振
動
に
十
分
留
意
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
お
願
い

し
ま
す
。

　
三 　
工
事
期
間
中
、
多
数
の
工
事

関
係
者
が
集
ま
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

環
境
衛
生
課

電
話　

四
二－

一
一
一
〇

津
軽
ま
ほ
ろ
ば
会
総
会

懇親会での鏡開き

平成18年度　津軽まほろば会役員名簿
役職名  氏 　 名 　 出 身 地 役職名  氏 　 名 　 出 身 地
会 　 長 工　藤　則　次 木 造 松 原 理 　 事 小笠原　弘　司 木 造 中 館
副 会 長 小　関　克　洲 柏 上 古 川 〃 小笠原　三　枝 五所川原市
〃 小山内　昭　一 木 造 兼 館 〃 斉　藤　富　夫 稲垣町沼館

監 　 事 三　橋　一　二 木造筒木坂 〃 奈　良　俊　勝 森田町下相野
〃 鎌　田　勝　利 木 造 福 原 〃 菅　原　まつ子 森田町上相野

会 　 計 平　野　博　幸 木 造 川 除 〃 小笠原　　　久 木 造 中 館
事務局長 金　子　　　謙 木造三ツ館 〃 工　藤　　　久 柏 広 須
事務局次長 能登谷　和　彦 木 造 館 岡 〃 七　戸　俊　治 森田町山田
理 　 事 三　橋　正　之 木造筒木坂 〃 田　中　知　子 大 分 県
〃 竹　谷　　　豊 木 造 上 町 〃 佐　藤　直　子 五所川原市
〃 野　宮　春　三 車力町富萢 〃 荒　木　　　克 木 造 吉 見
〃 柳　　　久　子 木 造 松 原 〃 小　林　京　子 木 造 福 原
〃 岩　城　尚　吾 木造千代町 〃 坂　本　順　子 木造三ツ館
〃 川　嶋　昌　信 木 造 横 町 〃 山　本　　　誠 木 造 芦 沼
〃 對　馬　信　子 木 造 柴 田 〃 工　藤　記世美 柏 広 須
〃 生　田　京　子 木 造 平 野 〃 阿　部　聖　子
〃 竹　村　カヂ子 木 造 柴 田 〃 竹　谷　純　一 木 造 上 町

鍬入れをする市長
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安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、市
民
と
つ
が
る
市
・
警
察
の

対
話
会
が
、九
月
十
二
日
に
稲
垣
、同

二
十
七
日
に
柏
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
話
会
で
は
、
つ
が
る
警
察
署
か

ら
事
件
事
故
の
発
生
状
況
が
報
告
さ

れ
「
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
燃
や
す

傾
向
が
多
く
、
九
月
十
二
日
に
は
三

件
の
検
挙
が
あ
り
、
罰
金
は
四
十
万

か
ら
五
十
万
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

市
民
か
ら
の
意
見
要
望

○
稲
垣
会
場

Ｑ
犬
が
逃
げ
た
場
合
（
放
し
飼
い
）

の
責
任
は
？

Ａ
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
れ
、
飼
い

主
の
責
任
で
す
。

Ｑ
稲
垣
下
穂
積
の
下
水
処
理
場
付
近

の
十
字
路
は
、
冬
期
間
は
ロ
ー
タ

リ
ー
に
よ
る
雪
の
埋
設
箇
所
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
通
行
に
支
障

を
き
た
す
の
で
、
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
稲
垣
支
所
経
済
建
設
課
で
対
応
す

る
。

Ｑ
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
設
置
に
伴
い
、

軍
人
、
軍
属
が
来
て
い
る
が
、
治

安
の
対
応
は
い
か
に
。

Ａ
交
通
違
反
や
犯
罪
を
犯
し
た
場
合

は
、
つ
が
る
署
で
逮
捕
で
き
る
が
、

身
柄
の
引
渡
し
は
、
別
物
で
あ
る
。

署
と
し
て
米
軍
に
対
し
て
、
交
通

安
全
、
防
犯
等
に
つ
い
て
の
研
修

会
開
催
の
要
望
を
し
て
い
る
。

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
Ｍ
Ｄ
、

Ｍ
Ａ
な
ど
の
薬
物
を
購
入
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
が
、
摘
発
さ
れ
た

事
例
は
あ
る
の
か
。

Ａ
県
内
に
お
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
柏
会
場

Ｑ
り
ん
ご
園
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
何
時

頃
？

Ａ
特
に
時
間
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
消
防
団
も
こ
れ
か
ら
の
火

災
予
防
週
間
中
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の

協
力
を
す
る
。

Ｑ
柏
ロ
マ
ン
荘
南
側
に
Ｘ
バ
ン
ド

レ
ー
ダ
ー
設
置
に
伴
う
軍
属
の
住

宅
が
建
設
さ
れ
る
が
、
治
安
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ
交
通
違
反
や
犯
罪
を
犯
し
た
場
合

は
、
つ
が
る
署
で
逮
捕
で
き
る
が
、

身
柄
の
引
渡
し
は
、
別
物
で
あ
る
。

署
と
し
て
米
軍
に
対
し
て
、
交
通

安
全
、
防
犯
等
に
つ
い
て
の
研
修

会
開
催
の
要
望
を
し
て
い
る
。
市

民
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
住
宅
地

周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

他
地
区
開
催
予
定

　

十
月
二
十
四
日午

後
六
時
三
十
分
〜

森

田

公

民

館

　
　
　

二
十
六
日 

午
後
六
時
〜

木
造
・
松
の
館

　
　
　

二
十
七
日 

午
後
六
時
〜

　

車
力
ふ
れ
あ
い
会
館

　

九
月
二
十
八
日（
木
）市
役
所
に
お

い
て
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力

に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
を
株
式
会

社
サ
ン
ワ
ド
ー
と
行
い
ま
し
た
。

　

つ
が
る
市
と
し
て
は
、
イ
オ
ン
柏

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
続
く
二

社
目
と
な
り
、
調
印
式
に
は
㈱
サ
ン

ワ
ド
ー
代
表
取
締
役
社
長
の
中
村
氏

と
専
務
取
締
役
兼
Ｓ
Ｈ
Ｏ
事
業
部
長

の
後
藤
氏
が
出
席
し
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
市
と
し
て
は
二
社

目
と
な
り
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
安
心
で
き
る

街
づ
く
り
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
中
村
社
長

は
「
ザ
・
サ
ン
ワ
柏
店
共
々
、
災
害

時
に
は
万
全
を
期
し
て
協
力
い
た
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
災
害
時
の

協
力
を
誓
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
協
力
で

㈱
サ
ン
ワ
ド
ー
と
協
定

市民とつがる市・　
　　警察の対話会

柏　　会　　場

㈱サンワドー　中村社長（右）

稲　垣　会　場
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米
軍
車
力
通
信
所
に
配
備
さ
れ
た

米
軍
の
早
期
警
戒
レ
ー
ダ
ー
（
X
バ

ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
）
の
運
用
部
隊
が
、

X
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
分
遺
隊
と
し
て

発
足
し
、
発
令
式
が
九
月
二
十
六
日

に
分
屯
基
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
令
式
に
は
米
陸
軍
司
令
官
ジ
ョ

ン
・
Ｅ
・
ス
ワ
ー
ド
准
将
を
始
め
お

よ
そ
七
十
人
が
出
席
し
隊
旗
の
伝
令

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
航
空
自
衛
隊
第

6
高
射
群
司
令
の
舟
津
淳
一
一
等
空

佐
か
ら
レ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
や
地
元

市
民
と
米
軍
等
関
係
者
と
の
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
旨
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

 

米
軍
等
関
係
者
の

居
住
施
設
を
建
設　

　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
を

運
用
す
る
米
軍
等
関
係
者
百
二
十
七

世
帯
分
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
が
、
柏

上
古
川
、
富
萢
町
に
急
ピ
ッ
チ
で
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、完
成
予
定
は

本
年
十
二
月
上
旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

富
萢
町

　
　
　
　

ア
パ
ー
ト 

百
十
二
世
帯

　
　
　
　

住　
　

宅 

三
世
帯

　

柏
上
古
川

　
　
　
　

住　
　

宅 

十
二
世
帯

※
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
共
用
空
間
）

と
し
て
の
十
二
世
帯
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

 

英
文
事
務
専
門
員

　

つ
が
る
市
民
と
米
軍
関
係
者
と
の

融
和
を
図
り
、
ま
た
市
業
務
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
企
画
課
に
英
文
事

務
専
門
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

特
に
富
萢
町
に
お
い
て
は
多
数
の

米
軍
関
係
者
が
居
住
す
る
計
画
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
相
互
の
交
流
事
業
を

開
催
す
る
な
ど
市
民
生
活
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

（
英
文
事
務
専
門
員

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヘ
イ
ン
ジ
さ
ん
）

　

八
月
ま
で
、
つ
が
る
市
国
際
交
流

員
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
方
で
す
。

中国 りんご訪日団表敬訪問
　10月10日、中国陝西省（せんせいしょう）のりんご訪日団13名が市役所を表敬訪問しました。
　はじめに、佐藤助役が「つがる市に宿泊し研修されたことは喜ばしく、歓迎します。また、農家との交流が
実りあることを期待します。」とあいさつし、訪
日団の王

ワン

団長は「陝西省は、りんご生産が多い
ところですので、青森県との交流を大切にして
いきたい。」と述べ、意見交換では訪日団から、
技術者の研修受け入れをお願いしたいとの要望
も出ました。
　最後に、記念品の交換を行いお互いの経済・
交流の発展を念願しました。
　一行は、弘前大学と研究交流している陝西省
のりんご訪日団で 9 泊10日の日程で全国のりん
ご施設を見学しながら、 9 日に県内のりんご施
設を見学し、わい化栽培園地やＪＡつがる柏支
店選果場、百年樹を見学し10日の午後に帰国し
ました。

Ｘ
バ
ン
ド
運
用
部
隊
が

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
分
遺
隊
と
し
て
発
足

富萢街に建築中のアパート 柏上古川に建設中の住宅

日本最古のリンゴ樹を見学
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稲刈りを体験しました
 9 月22日穂波小学校 5年生が学校田の稲刈り作業を行
ないました。
　木造菊川の杉野森元一さんに指導してもらい、5月に
田植えを行なった稲（あねこもち）は黄金色に輝き、児童
は、三人一組で役割分担をし、慣れた手つきで上手に刈
り取りを行なっていました。
　刈り取った米は、12月に餅つき大会を行い、みんなで
おいしく食べる予定です。

牛潟⑵遺跡の現地説明会
　9月11日、牛潟溜池北岸で牛潟⑵遺跡の現地説明会が

行なわれました。住民約20人が参加して行なわれた説明

会では、市教育委員会文化課学芸員の説明に質問しなが

ら、熱心に聞き入っていました。

　牛潟⑵遺跡は、10世紀後半に道路や墓も隣接された集

落が存在していた貴重な遺跡であります。

米国空軍音楽隊の本格的なジャズ演奏
　9 月 9 日木造生涯学習交流センター松の館において、
米国空軍太平洋音楽隊「パシフィックショーケース」に
よるスィングジャズの演奏会が行なわれ、約450人の市
民がジャズの軽快な演奏に酔いしれていました。
　同隊のプライス隊長から日米友好のお礼として、福島市
長へ感謝状の贈呈が行なわれ、また、バンドマスターが
女子高生にドラムのスティックをプレゼントするなど、
国際交流が図られました。

「みんなで暮らそう！このまちで！」
　9 月12日イオン柏ショッピングセンターにおいて、

ノーマライゼーション推進事業が開催されました。

　精神障害者に対する地域住民の反応を題材にした演劇

や、参加者によるハンドベルの演奏などが行なわれ、訪

れた人たちは精神障害者への偏見や差別をなくし、安心

して暮らしやすい社会の実現を真剣に考えていました。

第２回つがる市長杯グランドゴルフ大会
　10月 8 日、木造中央公民館で第 2回つがる市長杯グラ
ンドゴルフ大会が木造コミュニティ実行委員会主催によ
り開催され、熱戦を繰り広げました。
　大会は団体戦と個人戦で競われ、木造地区から14組71
名が参加しました。当日はあいにくの雨のため室内で行
われましたが、ゲームを楽しんでいました。結果は、団
体戦が松原チーム、個人戦は愛澤尹昭さん（松原）が優
勝しました。
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秋の全国交通安全運動集会
　9月19日、イオン柏ショッピングセンターで「つがる市
交通安全のつどい」に170人の住民が参加し開催されました。
　福島市長が「交通事故を無くし、安心して暮らせるよ
うな街づくりを進めていきます」とあいさつ。その後、
木造北保育園、柏第一保育所の園児によるアトラクショ
ンが行なわれたほか、館岡子ども交通指導隊が「右側を
歩き、道路で遊ばない、飛び出さない、信号を守ります」
と交通安全宣言をしました。

ウォーキングで地域安全を呼びかける
　9 月17日、地域安全ウォーキングin車力が行われ、参
加した260名が、24キロ、12キロ、5 キロの 3 コースに
分かれて歩き心地よい汗を流しました。
　この地域安全ウォーキングは、ウォーキングを通して
参加者の交流を深め、健康増進と地域の安全を願い行わ
れたもので、福島市長、坂明県警本部長らが好天に恵ま
れ秋の気配が濃くなったつがる路を、楽しみながら歩き
ました。

車いす体験活動を終えて…
　9月20日、つがる市ボランティア連絡協議会（会長　
工藤光則氏）会員7名が福島市長を訪れ、要望書を提出
しました。
　8月に実施された「車いす体験活動」をとおし調査研
究を行なった結果を基に、公共施設でのスロープの表示
や歩道整備計画等の改善を早期実現くださるようにとお
願いしました。福島市長は、「直せる箇所から順に改善
していきたい」と述べました。

交通安全でお願いします
　9月21日、木造高校前の県道において、介護老人保健
施設「えんじゅの里」の入所者と職員が、秋の交通安全
週間にあわせ「交通安全」マスコットを道行くドライバー
に手渡しをしていました。
　この手作りフクロウのマスコットは、入所者が一つひ
とつ丁寧に仕上げたもので、用意した60個のマスコット
をドライバーに「交通安全でお願いします」と声掛けし
ながら渡していました。

りんごパトロール隊　出動式
　10月10日、市役所正面玄関前において、関係者約100名が
参加し、「りんごパトロール隊」の出動式が行なわれました。
　佐藤助役が「丹精こめて作ったりんごを盗難から守る
ため、関係機関一体となり盗難防止に努めていきたい」
とあいさつし、パトロール隊にステッカーを贈呈し、柴
谷代表が「農家の努力を無にするりんご泥棒を決して許
さず、盗難被害から守り抜くことを誓います」と決意表
明。その後、一斉に市内のりんご園のパトロールに向か
いました。
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今
月
よ
り
、
男
女
共
同
参
画
社

会
に
つ
い
て
六
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

あ
な
た
に
と
っ
て
『
男
女
共
同
参

画
社
会
』
と
は
ど
ん
な
社
会
で
す

か
？
と
問
わ
れ
た
な
ら
、
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
か
れ
る
で

し
ょ
う

　

・「
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

　

・「
家
事
や
子
育
て
を
男
女
で
す

る
」

　

・「
女
性
の
議
員
や
委
員
な
ど
の

数
が
増
え
る
」

　

・「
日
常
の
生
活
環
境
で
、
性
別

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
の
意

志
が
尊
重
さ
れ
る
」

な
ど
な
ど
、
各
自
い
ろ
い
ろ
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
…

Ｑ　
男
女
共
同
参
画
」
と
は
何
で

す
か
？

Ａ　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
は
、「
男

女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し

性
別
に
関
り
無
く
個
性
や
能
力
を

発
揮
で
き
、
家
庭
や
社
会
に
お
い

て
共
に
協
力
し
責
任
を
分
か
ち
合

う
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
が
我
が
国
の

二
十
一
世
紀
の
重
要
課
題
の
一
つ

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ　
「
男
女
共
同
参
画
」
は
な
ぜ

必
要
な
の
で
す
か
？

Ａ　

昨
今
の
経
済
不
況
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
労
働
人
口
の
不
足
、
男

女
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
、
現
在
の
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
男
女
が
互

い
に
生
活
を
守
り
な
が
ら
社
会
全

体
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
や
能

力
を
活
か
せ
る
社
会
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

◇「
男
女
共
同
参
画
」が
め
ざ
す
姿

　
「
世
の
中
、
男
女
平
等
に
な
っ
て

い
る
」
と
か
「
女
性
も
社
会
進
出
し

て
十
分
強
く
な
っ
た
」
と
か
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
意

識
や
慣
習
、
社
会
制
度
の
中
に
は
、

期
待
さ
れ
る
役
割
や
行
動
を
「
男
だ

か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
性
別
に
よ
っ

て
分
類
し
て
し
ま
う
固
定
観
念
が

残
っ
て
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
能
力
を
発
揮
で
き
る
柔
軟
な
発

想
・
男
女
の
対
等
な
参
画
・
互
い
の

生
き
方
な
ど
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
制
約
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
男
女
共
同

参
画
」
は
あ
な
た
が
生
き
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
人
生
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
女
性
も
男
性

4

4

4

4

4

も
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
平
等
に
参
画
し
て
共
に
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
、
充
実
感
と
豊
か

さ
を
共
有
し
な
が
ら
、
互
い
に
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
…
。

そ
し
て
、
女
性
と
男
性

4

4

4

4

4

が
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
性
別

役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

し
い
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
、
文

化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
、

そ
う
し
た
社
会
の
姿
を
め
ざ
し
て
い

く
も
の
な
の
で
す
。

◇「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現
は
…

　

日
々
の
生
活
そ
の
も
の
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
の
中
で
、
家
庭
・
地
域
・
職

場
な
ど
、
身
の
周
り
の
環
境
を
見
直

し
、
も
の
に
よ
っ
て
は
意
識
し
て
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
て
い
く
こ

と
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
す
。

※
※ 

一
口
メ
モ 

※
※

　
《
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
》

　

こ
の
法
律
は
日
本
国
憲
法
に
謳

わ
れ
て
い
る
「
個
人
の
尊
重
と
法

の
下
の
平
等
」を
受
け
て
、社
会
の

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
十
一
年
六
月
二
十
三
日

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、

国
や
地
方
自
治
体
と
国
民
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
定
め
た
法

律
と
し
て
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
社

会
形
成
の
た
め
の
五
つ
の
基
本
理

念
と
し
て

① 

「
男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別
的

取
扱
を
受
け
な
い
こ
と
等
、
男

女
の
人
権
の
尊
重
」（
第
３
条
）

② 

社
会
に
お
け
る
制
度
・
慣
行
に

つ
い
て
の
配
慮
（
第
４
条
）

③ 

政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の

共
同
参
画
（
第
５
条
）

④ 

家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他

の
活
動
の
両
立
（
第
６
条
）

⑤ 

国
際
的
協
調
（
第
７
条
）

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
テ
ー
マ
は『「
男
女
平
等
」っ

て
な
ん
で
す
か
』
を
掲
載
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
コ
ー
ナ
ー
①

男女共同参画社会を知るためのビデオの貸し出しをしています
◎『地域こぞって子育てを！薬丸裕英が聞く樋口先生の育児支援ガイド』（時間 28 分）（2003 制作）
◎『広がる未来！私が選ぶ・・・チャレンジする女性たち・・・』（時間 29 分）（2005 制作）
◎『元気に再チャレンジ！～キラキラしている女性たち～』（時間 25 分）（2006 制作）
◎『体験！発信！　チャレンジストーリー　～まちづくりにかける元気な女性たち～』（時間 39 分）（2006 制作）
※郵送での貸し出しはいたしません。ビデオの保有は各 2本ずつですので、貸し出し中の場合もあります。お　
手数でも、問い合わせのうえ財政部企画課までお越しください。（ビデオの企画制作：内閣府男女共同参画局）

問い合わせ先　市役所財政部企画課　男女共同参画推進係　電話４２－２３７２



11

 

「
納
税
作
品
の
展
示
」

　
「
税
を
考
え
る
週
間
（
十
一
月
十
一
日
〜
十

七
日
）」
に
合
わ
せ
、
管
内
小
・
中
学
生
に
よ

る
「
税
」
に
関
す
る
入
選
作
品
（
習
字
・
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
）
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

程　

十
一
月
十
一
日
（
土
）・
十
二
日
（
日
）

場　

所　

イ
オ
ン
柏
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
つ
が
る
市
・
西
津
軽
郡
町
の
入
選
作
品
）

問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　

五
所
川
原
地
区
支
部

電
話 

三
四

－

二
一
一
一（
内
線
二
一
一
）

 

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か　

　

労
働
保
険
と
は
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
失
業
給
付
を
行
う

雇
用
保
険
と
労
働
災
害
に
よ
り
負
傷
等
し
た
場

合
の
補
償
を
行
う
労
災
保
険
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

　

労
働
保
険
は
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
そ
の

事
業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
十
月
を
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
と
定
め
て
、
広
く
周
知
し
て
加
入
促
進

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原　

適
用
係

　
　
（
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
）

電
話　

三
四

－

三
一
七
一

●
特
別
遺
族
給
付
金
の

請
求
に
つ
い
て

　

中
皮
種
や
肺
が
ん
な
ど
石
綿
ば
く
露
を
原
因

と
す
る
疾
病
は
、
石
綿
ば
く
露
か
ら
疾
病
の
発

症
ま
で
潜
伏
期
間
が
非
常
に
長
期
に
わ
た
る
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
、
労
働
者
に
発
症
し
た
こ

れ
ら
の
疾
病
に
つ
い
て
、
業
務
に
よ
り
石
綿
ば

く
露
し
た
こ
と
と
当
該
疾
病
と
の
関
連
性
に
、

こ
れ
ま
で
医
師
も
労
働
者
本
人
も
気
づ
き
に
く

い
と
い
っ
た
特
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
労
災
保
険

給
付
を
請
求
す
る
機
会
を
逸
し
、
五
年
の
時
効

完
成
に
よ
り
権
利
を
失
っ
て
い
る
方
が
存
在
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
、本
年
三
月
二
十
七
日「
石

綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
六
ヵ
月
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
請
求

の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に

な
り
、
ま
た
、
施
行
か
ら
三
年
経
過
し
た
平
成

二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
以
降
は
、
特
別
遺
族

給
付
金
の
請
求
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾
病
に
つ
い
て
、

原
因
が
業
務
に
よ
る
も
の
か
、
業
務
以
外
の
も

の
か
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給

付
の
請
求
と
救
済
給
付
（
環
境
省
）
の
申
請
を

同
時
に
行
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
最
低
賃
金
が改正

さ
れ
ま
し
た　

　

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
十
月
一
日
か
ら
時
間

額
で
六
一
〇
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
は
、「
最
低
賃
金
法
」
に
基

づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
額
を
定
め
、
使
用

者
は
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
働

か
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
（
四
業
種
）
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を

除
き
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ
な
い
）

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

使
用
者
は
最
低
賃
金
つ
い
て
常
時
見
や
す
い

場
所
に
掲
示
を
す
る
か
、
そ
の
他
の
方
法
で
労

働
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
労
働
局

電
話　

〇
一
七

－

七
三
四

－

四
一
一
五

　

又
は
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署

電
話　

三
五

－

二
三
〇
九

第2回 つがる市健康づくり講座
　皆さんはいびきをしますか？心配のないいびきもあれば、危険ないびきもあ
ります。気になる方は是非おいでください。
日　時　　平成18年10月31日（火）午後7時から8時30分まで
場　所　　柏ふるさと交流センター
内　容　　 講演「いびきの種類と睡眠時無呼吸症候群」
　　　　　講師　医療法人誠仁会　　尾野病院院長　阿 部 英 雄 氏
申込み　　前日までに健康推進課及び各支所民生福祉課まで
その他　　 6時20分から6時50分まで、食生活改善推進員による新米おにぎり

と適塩みそ汁の試食提供コーナーがあります。
申し込み・問い合わせ先　　市役所健康推進課　電話４２－２０４４　　又は各支所民生福祉課
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農
用
地
区
域
内
か
ら
の 　
　

　
　

 
除
外
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
地
を
住
宅
（
公
営
・
農
家
）
や
商
業
施
設

（
条
件
付
き
）、
農
業
関
係
施
設
等
の
用
地
に
す

る
時
は
、
農
地
の
転
用
許
可
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
農
地
が
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
場
合
は
、

ま
ず
、
農
用
地
区
域
内
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
除
外
手
続
き
は
、
申
請
書
を
受
理
し
て

か
ら
、
各
関
係
機
関
の
意
見
聴
取
や
審
査
、
告

示
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
申
請

か
ら
許
可
ま
で
六
ヵ
月
程
度
の
期
間
を
要
す
る

の
で
、申
請
手
続
き
の
際
は
、日
数
を
考
慮
の
う

え
受
付
期
間
内
に
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
除
外
申
請
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
申

請
書
受
付
期
間
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　

十
一
月
十
日（
金
）〜
十
二
月
八
日（
金
）

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

経
済
部　

農
林
水
産
課

電
話　

四
二

－

一
一
〇
九

 

中
学
生
の
模
擬
議
会
開
会

　

市
内
七
中
学
校
の
代
表
二
十
一
名
の
生
徒
が
、

本
議
会
さ
な
が
ら
の
討
論
を
疑
似
体
験
す
る

「
子
供
模
擬
議
会
」
を
開
会
し
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

各
中
学
校
の
代
表
が
、
議
長
一
名
、
副
議
長

一
名
、
一
般
質
問
者
十
九
名
に
な
り
、
市
長
以

下
市
執
行
部
へ
一
人
七
分
以
内
で
質
問
し
ま
す
。

日　

時　

十
一
月
七
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

場　

所　

市
役
所　

三
階　

本
会
議
場

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

行
政
改
革
課

電
話　

四
二

－

二
四
七
四

 

一
日
技
能
教
室
開
催

　

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校
で
は

一
日
技
能
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　

時　

十
一
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
九
時
〜
正
午

場　
　

所　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校

　
　
　
　
　
（
木
造
桜
木
十
七－

二
）

対
象
者　

地
域
住
民

実
習
内
容　

溶
接
課　

焼
肉
鉄
板
の
製
作

　
　
　
　
　

建
築
課　

鉢
上
げ
台
の
製
作

　
　
　
　
　

配
管
課　

プ
ラ
ン
タ
ー
台
の
製
作

定　
　

員　

各
訓
練
課
二
十
名

服　
　

装　

安
全
に
実
習
の
で
き
る
服
装

受
付
期
間　

十
一
月
七
日（
火
）〜
十
四
日（
火
）

　
　
　
　
　

 （
土
、
日
を
除
く
午
前
九
時
〜
午

後
四
時
三
十
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校

電
話　

四
二

－

二
四
二
四

担
当　

中
村
、
千
葉

水
道
水
源
開
発
施
設 　
　
　

　
　
　
　

 

整
備
事
業
の
中
止

　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部
事
業
再

評
価
審
議
委
員
会
（
委
員
長　

福
士
憲
一
（
八

戸
工
業
大
学
教
授
））
は
九
月
二
十
二
日
の
委

員
会
に
お
い
て
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
「
水

道
水
源
開
発
施
設
整
備
事
業
は
中
止
す
る
」
と

の
意
見
書
を
ま
と
め
、
副
企
業
長
の
福
島
市
長

へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
の
国
庫
補
助
事
業
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
を
考
慮
し
な
が
ら
、
五
年
ご

と
又
は
適
宜
「
継
続
」
す
べ
き
か
「
見
直

し
」
や
「
中
止
」
に
す
べ
き
か
を
審
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
あ
る
た
め
、
今

回
の
審
議
に
よ
り
中
止
の
決
定
が
さ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団　

西
北
事
業
部

電
話　

四
二

－

七
一
一
一

第
二
回
つ
が
る
市
体
育
協
会　

会
長
杯
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

資　

格　

つ
が
る
市
に
在
住
、
も
し
く
は
通
勤

及
び
通
学
し
て
い
る
方

定　

員　

五
十
四
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
）

日　

時　

十
一
月
十
一
日
（
土
）
午
後
六
時
か

ら
六
時
二
十
分
受
付
、
六
時
三
十
分

競
技
開
始

場　

所　

イ
ズ
ミ
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

一
人　

二
千
円
（
三
ゲ
ー
ム
）

左
記
の
二
カ
所
に
て
、
前
売
り
券
を
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

（
十
一
月
一
日（
水
）か
ら
発
売
開
始
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

富
萢
町　

松
橋　

満

電
話　

五
六

－

二
八
五
三

　

イ
ズ
ミ
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

電
話　

三
四

－

八
五
五
八

「
市
税
」
の
納
付
相
談
を　
　

　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
ま
す

　

市
役
所
収
納
課
で
は
、
市
税
（
市
・
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）
の
「
納
付
相
談
」
を

収
納
課
窓
口
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
国
民
健
康
保
険
税
は
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
「
被
保
険
者
証
」
で
は
な
く

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
と
な
り
、
保
険
医
療

機
関
等
で
診
療
を
受
け
る
揚
合
は
診
療
費
用
の

全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
個
人
住
民
税（
市
・
県

民
税
）
の
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
に

も
と
づ
き
、青
森
県
（
五
所
川
原
県
税
事
務
所
）

に
対
し
、徴
収
移
管（
県
税
事
務
所
が
直
接
徴
収
、

差
押
え
等
を
実
施
）
を
す
る
揚
合
が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
納
税
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

都
合
に
よ
り
お
越
し
に
な
れ
な
い
揚
合
は
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

収
納
課
収
納
係

電
話　

四
二

－

二
一
六
三
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労
働
問
題
一
一
〇
番

（
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
未
払
賃
金
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
）　

　

賃
金
不
払
い
か
ら
発
展
す
る
多
重
債
務
や

サ
ー
ビ
ス
残
業
（
過
重
労
働
）
が
引
き
起
こ
す

「
う
つ
病
」
な
ど
、『
労
働
』
は
市
民
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、十
一
月
五
日
に
『
サ
ー
ビ
ス
残
業
・

未
払
賃
金
』
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会
を
司

法
書
士
会
が
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
相
談
し
て
見
ま
せ
ん
か
！

日　

時　

十
一
月
五
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま
で

電
話
番
号

　
　

〇
一
七－

七
二
一－

二
二
二
九（
代
表
）

　
　

〇
一
七－

七
二
一－

二
二
五
四

　

電
話
は
、
番
号
を
確
認
の
上
、
確
実
に
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士
久
保
隆
明
事
務
所

八
戸
市
吹
上
三
丁
目
四－

八

電
話 

〇
一
七
八－

四
五－

一
六
五
五

第
2
回
つ
が
る
市 

　
　
　
　

　
　
　

 

　

社
会
福
祉
大
会

日　

時　

十
月
三
十
一
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

会　

場　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

大
会
テ
ー
マ

　
　
　
　

 『
つ
が
る
市
民
と
共
に
歩
む
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
』

参
加
費　

 

無
料
（
但
し
、
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
は

一
部
有
料
と
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

つ
が
る
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
部

電　

話　

四
二－

四
六
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

四
二－

四
六
八
六

 

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す　

　

大
規
模
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
は
、
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、

届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
届
出
が
必
要
な
土

地
取
引
と
は
、

◎
取
引
の
形
態

　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲
渡
等

◎
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

①
都
市
計
画
区
域

五
、
〇
〇
〇
㎡
以
上

②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
〇
、
〇
〇
〇
㎡
以
上

　

土
地
の
取
得
者
は
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を

締
結
し
た
日
を
含
め
て
二
週
間
以
内
に
市
役
所

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

つ
が
る
市
及
び
青
森
県
整
備
企
画
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http:⁄⁄w

w
w
.pref.aom

ori.jp⁄ski
kaku⁄

）
に
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

企
画
課

電
話　

四
二－

二
三
七
二

国際交流タイム参加募集
　外国の文化や習慣を紹介し、簡単な英会話や国際的な話題について話し合い、
国際交流の推進を図ることを目的に「国際交流タイム」を開催します。お気軽
にご参加ください。
内　容　　外国の文化紹介、簡単な英会話、意見交換やＱ＆Ａ
日　時　　11月９日㈭、11月16日㈭、11月30日㈭、12月7日㈭、12月14日㈭
　　　　　午後7：00～午後8：30
場　所　　松の館・視聴覚室
対　象　　高校生以上
定　員　　25名（申込期間は11月１日㈬まで。申込者多数の場合は姉妹都市協会員が優先）
参加費　　無　料
講　師　　ティム・クレル（つがる市国際交流員）

ホストファミリーの募集 （外国青年週末ホームステイ受入れ事業）
　県内在住の外国青年（国際交流員、外国語指導助手などのＪＥＴ青年）を対象にホー
ムステイを通して一緒に生活することにより、外国人に日本の生活習慣を知ってもらう
とともに、外国文化を学び、相互の理解を深めることを目的とするホームステイ受入れ
事業のホストファミリーを募集します。
期　日　　 平成18年11月以降の金曜、土曜、日曜日のうちから希望する期間（1泊2日

または2泊3日）
※ＪＥＴ青年は20～30才代の男性または女性です。
※ 下記事務所に申し込みいただき、ホストファミリーと外国青年との希望が合致した
場合のみ実施します。

 申し込み・問い合わせ先　　つがる市姉妹都市協会事務局（市役所企画課）
　　　　 　　　　　　　電話４２－２３７２　FAX４２－３０６９　メール kikaku@city.tsugaru.aomori.jp
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高齢者インフルエンザ予防接種について
　今年も、65歳以上の方を対象に（国が定める内部障害のある方は60歳以上）
インフルエンザの予防接種を実施しますので、よく確認のうえで接種するよ
うにしましょう。

○対象者　①予防接種日において満65歳以上の方
　　　　　② 予防接種日において満60歳～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器等の
　　　　　　機能障害をお持ちの方で、国が定める基準に該当する方
○自己負担額　1人　1，000円（医療機関の窓口でお支払い下さい）
　※ 生活保護世帯の方は、医療機関窓口で「医療受給証（休日・夜間用）」を提示して下されば、料金が無料
となります。また、老齢福祉年金受給者で、世帯のおもな生計維持者が非課税の方も、料金が無料となり
ますので申請して下さい。

○病院へ持っていく必要な書類　①予診票（必要事項をすべて記入）　　②接種済票

　 指 定 医 療 機 関 名 　　電　話　　 接 種 日 　　 受 付 時 間 　　 備 考 　

成 人 病 セ ン タ ー 42-3111
（内線66）

11／１～12／１
（下記一覧表参照） 13：00～13：30

1日80人程度
（月～金で祝日は除く）

白生会クリニック（木造) 42-6118 11／１～12／28 ８：30～12：00
14：00～17：00

土曜日は午前のみ
（月～土で祝日は除く）

成　田　医　院（木造) 42-2011 11／１～12／28 ８：30～12：00 （月～土で祝日は除く）

野　呂　医　院（木造) 45-2026
（予約専用電話） 10／25～12／28 ９：00～12：00  予約が必要（電話可）

（月～土で祝日は除く）

山内クリニック（木造) 42-7171 11／１～12／28 10：00～11：30
15：00～16：30

１日10人程度（電話予約が必要）
月・火・木・金（祝日は除く）

誠仁会尾野病院（木造) 42-2133 11／１～11／30 ８：30～10：00 １日20人程度（予約が必要）電話可（月･火･水･木･土で祝日は除く）

斉　藤　内　科（森田) 26-2228 11／１～12／28 ９：00～11：00
14：00～16：00

金曜日は午前中
（月～金で祝日は除く）

尾　野　医　院（稲垣) 46-2059 11／１～12／29 ８：30～12：00
16：00～17：30

水曜日・祝日は休診
土・日は午前のみ車の送迎は無し

ファミリークリニック希望
　　　　　　　（車力) 56-2148 10／16～12／23

※10月18･19日11月1･2･15日を中心に行います｡
混雑と医療過誤防止のため予約でお願いします。
クリニック受付か、お電話で予約して下さい。

み や し げ 内 科（木造) 49-1123 11／１～12／28 14：00～18：30  月・火・木・金（祝日は除く）

つ が る 診 療 所（森田) 26-2751 11／１～12／28 13：00～16：00  月・火・水・金・土（祝日は除く）

接
種
日

11   月
1 日 2 日 6 日 7 日 8  日 9 日 10 日 13 日 14 日 15 日

対
象
地
区

広 岡
荕 岡
越 水
駒 田
吹 原

南 広 森

丸 山

三 ツ 館

下 福 原
吉 見
菰 槌
大 湯 町

館 岡
亀 ヶ 岡
筒 木 坂
平 滝

濁 川
中 の 林
中 館
町 居 田

桜 井

里 見

柴 田

近 野
十 文 字
平 野
菊 川
遠 山

福 原

石 館

芦 屋

豊 田

芦 沼

蓮 川

川 除

今 市
立 花
出 野 里
芦 部 岡

接
種
日

11   月 12 月
16 日 17 日 20 日 21 日 22 日 24 日 27 日 28 日 29 日 30 日 1 日

対
象
地
区

千 代 田

兼 舘

出 崎

東 林
西 林
生 田
夕 日 岡

蓮 花 田

永 田

善 積

土 滝
加 納
小 田 原
大 畑

出 来 島

清 水 町

柏 全 域

稲垣全域

車力全域

森田全域

有 楽 町

千 代 町

萢 中

吉岡下木造

横 町

上 町

田 町

松 原

蓮 沼

　※ 上記の指定日に都合の悪い人は、成人病センター（42‒3111 内線66）に連絡するか、他のつがる市指定
医療機関で接種して下さるようお願いします。

　※12時30分から病院玄関に受付用番号札を準備しますので、それを持ってお待ち下さい。

成人病センターで予防接種を希望する方【成人病センター（地区別）の接種日】

高齢者インフルエンザ予防接種について
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巡回結核検診について
　下記の日程で巡回検診車による結核検診を実施しますので受診するようお知らせいたします。
　一般的に高齢になると体の免疫力が低下し、結核にかかる可能性も高くなります。総合健診や病院で胸部レ
ントゲンを受けていない方は是非この機会に受けましょう。

　対　象　者　　　つがる市木造に住所がある65歳以上の方（昭和17年 3 月31日以前に生まれた方）
　結核検診料　　　無　料（受付時に名前と生年月日をお聞きします）
　受けられない方　　①総合健診で肺がん検診を受けている方
　　　　　　　　　　②事業所（会社）や病院で定期的に胸部
　　　　　　　　　　　レントゲンを受けている方

［検診受診時の注意事項］
　①事前の申込みは必要ありません、当日直接検診場所へお越し下さい。
　②受診する際には、次のものを着用・装着しないようご注意下さい。
 ・ネックレス　・ボタンのついたシャツ　・ビーズ刺しゅうのシャツ　・前や後にプリントのついたＴシャ
ツやトレーナー　・ブラジャー　・エレキバン、サロンパス、湿布など

月　 日 地　区　名 場　　   所 受付時間 月　 日 地　区　名 場　　   所 受付時間

10 ／ 31
  ( 火 )

松原・松原団地 松 原 集 会 所 前  9:00 ～ 9:20

11 ／ 2 
( 木 )

大　湯　町 大湯町コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前 10:20 ～ 10:35

赤　　　　根 つがる市消防本部前  9:30 ～ 9:40 菰　　　　槌 菰槌コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前 10:45 ～ 11:05

蓮沼・千代町 木造中央公民館前  9:50 ～ 10:10 東林・西林 林 コ ミ ュ ニ テ ィ
消 防 セ ン タ ー 前 11:15 ～ 11:35

萢　　　　中 松 濃 会 館 前 10:20 ～ 10:40 大　　　　畑 集 会 所 前 13:10 ～ 13:20

吉岡下木造
清水町・追広 環境改善センター前 10:50 ～ 11:10

永　　　　田 永田コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前 13:30 ～ 13:45

蓮　花　田 蓮 花 田 集 会 所 前 13:55 ～ 14:10
浦 船 団 地 浦 船 集 会 所 前 11:20 ～ 11:30 土　　　　滝 瑞 穂 の 館 前 14:20 ～ 14:35
横　　　　町 老人福祉センター前 13:10 ～ 13:25

11 ／ 6 
( 月 )

濁川・中の林
中館・桜井
町　居　田

小 笠 原 勇 一 宅 前  9:10 ～ 9:20有　楽　町 商 工 会 館 前 13:35 ～ 13:55
若緑・桜木団地 若 緑 集 会 所 前 14:05 ～ 14:20
田　　　　町 屏風山土地改良区前 14:30 ～ 14:40 里見・柴田 旧柴田農協支所前  9:30 ～ 9:50
上　　　　町 駅前ふれあいセンター前 14:50 ～ 15:10 十文字・近野 近野コミュニティ

セ ン タ ー 前 10:00 ～ 10:15

11 ／ 1 
( 水 )

芦　　　　沼 佐 々 木 繁 則 宅 前  9:00 ～ 9:15 平野・菊川 穂 波 小 学 校 前 10:25 ～ 10:35
蓮　　　　川 旧 蓮 川 小 学 校 前  9:25 ～ 9:35 千代田・遠山 千 代 田 集 会 所 前 10:45 ～ 10:55
芦　　　　屋 芦 屋 公 民 館 前  9:45 ～ 9:55 加　　　　納 田 戸 岡 善 一 宅 前 11:05 ～ 11:15
川除・豊田 ＪＡつがる川除支店前 10:05 ～ 10:15 小　田　原 小 田 原 集 会 所 前 11:25 ～ 11:35
今　　　　市 葛 西 商 事 前 10:25 ～ 10:35 丸　　　　山 丸山コミュニティ

消 防 セ ン タ ー 前 13:30 ～ 13:40
立　　　　花 立 花 集 会 所 前 10:45 ～ 10:55 出　来　島 老 人 憩 い の 家 前 13:50 ～ 14:00
芦　部　岡 旧出野里小学校前 11:05 ～ 11:15

11 ／７
（火）

福　　　　原 野 呂 昭 二 郎 宅
( 盛 理 容 室 ) 前  9:10 ～ 9:20

出　　　　崎 出 崎 集 会 所 前 11:25 ～ 11:35 下　福　原 旧下福原小学校前  9:30 ～ 9:40
夕　日　岡 夕 日 岡 集 会 所 前 13:30 ～ 13:40 吉　　　　見 佐々木章太郎宅前  9:50 ～ 10:00
善　　　　積 善 積 集 会 所 前 13:50 ～ 14:00 三　ツ　館 坂 本 一 二 宅 前 10:10 ～ 10:20
兼　　　　館 兼 館 公 民 館 前 14:10 ～ 14:20 広　　　　岡 長 谷 川 長 一 宅 前 10:30 ～ 10:50
生　　　　田 消 防 屯 所 前 14:30 ～ 14:40 あ ざ み 岡 消 防 屯 所 前 11:00 ～ 11:10
堅　　　　固
石　　　　館

堅固・石館コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前 14:50 ～ 15:00

越　　　　水 越水老人憩いの家前 11:20 ～ 11:30
駒　　　　田 伝 法 谷 克 美 宅 前 13:30 ～ 13:40

11 ／２　
（木）

平　　　　滝 平滝コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前  9:00 ～ 9:15 吹　　　　原 吹原コミュニティ

消 防 セ ン タ ー 前 13:50 ～ 14:00

筒　木　坂 筒木坂コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前  9:25 ～ 9:45 南　広　森 若 草 館 前 14:10 ～ 14:20

館岡・亀ヶ岡 舘岡コミュニティ
消 防 セ ン タ ー 前  9:55 ～ 10:10

平成18年度 巡回結核検診日程表

予防接種・巡回結核検診　問い合わせ先　　市役所健康推進課　電話４２－２０４４



◎ 舞台公演部門日程 ◎
1．松　の　館
〇11月 3 日（金） 〇11月 4 日（土）
10：00～10：35　つがる宝生会 　10：00～11：20　山 百 合 会（新舞踊）
10：55～11：15　つがる名和会（大正琴） 　11：30～12：20　車力京和会（新舞踊）
11：25～12：25　藤都流つがる松誉会 　12：30～13：30　藤　瑩　会（日本舞踊）
12：40～13：40　丸岡流手踊教室 　13：50～15：20　木造大正琴琴友会
13：50～15：20　華丘レクダンスサークル 　　　　　　　　　弥三郎おどり保存会
15：30～15：50　柏健康レクダンスサークル 　17：00～18：20　童謡「蕾の会」
16：00～17：00　木造吟詠詩舞教室・ 　18：50～20：10　木造カラオケ教室
　　　　　　　　　森田吟詠会・森田吟舞
18：00～19：30　コーラス華 〇11月 5 日（日）
　　　　　　　　コールひまわり 　10：00～11：30　着付け「紬の会」

2 ．稲垣交流センター
　〇11月 5 日（日）
　　10：00～14：00　いながきレクダンスサークル・稲垣歌謡クラブ・つがる三味線サークル・他

◎ 展 示 部 門 日 程 ◎
1．稲垣公民館
　（11月 3 日～ 4日 9：00～17：00　11月 5 日 9：00～15：00）
　●木造写真倶楽部　　●森田写真クラブ　　●車力写真クラブ　●柏文化サークル（写真）
　●稲垣染物サークル　●稲垣龍生派（華道）　●稲垣茶道表千家サークル（ 3日 9：30～15：00）

2 ．柏農村環境改善センター
　（11月 3 日～ 4日 9：00～20：00　11月 5 日 9：00～14：00）
　●瑞林書道会　●鷹揚つがる会　●柏書道会　●柏文化サークル

3 ．牛潟公民館
　（11月 3 日～ 4日 9：00～17：00　11月 5 日 9：00～15：00）
　●つがる稲垣版画サークル　●柏文化サークル（絵画）
　●牡丹の会　●北沢社中（龍生派・華道）　●車力津軽凧愛好会
　●車力未生流（華道）　●車力大日本茶道学会（11月4日 9：00～15：00）

4 ．車力農民研修センター
　（11月5日　8：30～17：00）
　●つがる市囲碁愛好会

5 ．森田体育センター
　（11月3日～4日 9：00～17：00　11月5日 9：00～15：00）
　●車力書道会　●双竜書道会　●夕凪書道会　●流石書道研究会
　●森田刺しゅうクラブ　　　　●森田華道サークル

6 ．木造中央公民館
　（11月3日～ 4日 9：00～17：00　11月 5 日 9：00～15：00）
　●木造チャーチル会　●木造菊花秋宝会　●稲垣「藁の会」　●木造盆栽会
　●ヒバ切り絵の会　　●車力水墨画　　　●津軽アスナロ短歌木造支部
　●浅草遠州一濤会　　●いけばな池坊　　●柏（龍生派）五月会（華道）
　●茶道遠州会木造支部（松の館　11月 3 日 10：00～15：00）

※地区で展示希望のある方は、会場責任者へお話ください。

主催／つがる市文化団体協議会　　　　後援／つがる市・つがる市教育委員会

この広報紙は再生紙を使用しています。


